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果 実 

 
３月期の野菜の市況については，全国的に年明けからの暖冬の影響を受

け，葉茎菜を中心に 2 月までに前進出荷されたことから入荷量が減少し

た。また，果菜類は今月に前進出荷となったことから順調な入荷となった。

これらのことから，結果的に入荷量は前年並みとなった。 
価格は，主力の重量野菜が 3 月上旬の寒気により一時的に生育が停滞し

入荷が減少したことにより，前月から一転して高値基調となった。一方，

果菜類は，入荷増の影響を受けて全般的に安値推移で終了した。結果的に

入荷量が前年を確保する中で，前年同期を５％上回ることとなった。 
品目別には，長大根，西洋ニンジン，きゅうり，なす，ピーマンが入荷

増の単価安となり，たけのこ，トマトは入荷増ながら単価高となった。ま

た，白菜，ほうれんそう，レタス，ばれいしょは入荷減の単価高で推移し，

玉ねぎは入荷減ながら単価安となった。キャベツは入荷量，単価ともに前

年並みとなった。 
  根菜類は，入荷が４％増加し，価格は２１％安となった。 
  葉菜類は，入荷が１２％減少し，価格は１６％高となった。 
  果菜類は，入荷が１５％増加し，価格は４％安となった。 
  土物類は，入荷は５％減少し，価格は前年並みとなった。 
 
 
 
 ３月期の果実の市況については，裏年にあたった柑橘類の終了時期をむ

かえる中で入荷量が減少した。一方で，リンゴ関係は暖冬傾向から冷蔵物

以外の品質の低下が心配されたことから前進出荷となった。また，イチゴ，

メロン関係は，比較的順調な入荷状況となった。結果的に入荷量は柑橘類

の減少を要因として前年同期を６％下回った。 
  価格は，基幹品目の柑橘類の入荷減などによって前年同期を１９％上

回る高値基調で終了した。 
 品目別には，みかん，甘夏，伊予かん，王林が入荷減の単価高で推移し，

はっさく，ふじりんごは入荷増ながら単価高であった。 
  柑橘類は，入荷が２４％減少し，価格は６７％高となった。 
  りんごは，入荷が２３％増加し，価格は１５％高となった。 
  いちごは，入荷は前年並みで，価格は４％高となった。 
  メロンは，入荷が２１％増加し，価格は１９％安となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
主要品目（野菜） 市況の概況 
【根菜類】 

長 大 根 

 

 

 

 

洋 人 参 

 

 

 

 

たけのこ 

 

 

 

 

【葉菜類】 

はくさい 

 

 

 

 

 

 

キャベツ 

 

 

 

 

 

 

ほうれんそう 

 

 

 

 

レ タ ス 

 

 

徳島，長崎，滋賀を主力に鹿児島からの入荷。各産地ともに生育は良

好で潤沢な入荷状況であった。結果的に入荷量は，前年同期を５％上回

った。 

 価格は，入荷増により前年同期を３４％下回った。 

 

 長崎，鹿児島，愛知，徳島を中心に千葉からの入荷。暖冬により各産

地ともに生育が良好であったため，九州産地を中心に残量も多く，順調

な入荷となった。結果として，入荷量は前年同期を４％上回った。 

 価格は，入荷増により前年同期を４２％下回った。 

 

 京都，徳島を中心とする入荷。暖冬傾向から発生も良好で，概ね順調

な入荷となった。結果として，入荷量は前年同期を４％上回った。 

 価格は，入荷が順調な中にあって，２L・Lサイズを中心に高値で推移

し，結果として，前年同期を１９％上回った。 

 

 

 長崎，兵庫，熊本，愛知を中心とする入荷。秋冬産地は，暖冬傾向か

ら前進出荷となったため，今月になって入荷が減少してきた。また，３

月に入ってからは，上旬を中心に低温となり，後続産地の入荷が遅れた

ため，結果として前年同期を２５％下回った。 

 価格は，寒の戻りによって入荷量が減少したため，前年同期を１２％

上回った。 

 

 愛知，大阪，滋賀，兵庫を中心とする入荷。各産地ともに，暖冬傾向

から生育もよく，大玉傾向で前進出荷となった。結果として前年並みと

なった。 

 価格は，上旬は２月の安値傾向が続いたが，中旬以降は量販店の特売

需要と前進出荷の一時的な入荷の減少による品薄感から相場が持ち直

し，結果として，前年並みとなった。 

 

 京都を主力に徳島，茨城，滋賀からの入荷。各産地ともに高温の影響

から前進出荷で推移していたことから，今月は入荷量が減少してきた。

結果として，入荷量は前年同期を１９％下回った。 

 価格は，入荷量の減少から前年同期を４９％上回った。 

 

 長崎，兵庫，徳島，茨城を中心とする入荷。各産地ともに暖冬傾向か

ら作柄は良好で前進出荷となり，今月に入って入荷量が減少した。加え

て，上旬の寒波により生育が停滞したことから，結果として，入荷量は

前年同期を２２％下回った。 

 価格は，入荷量の減少から前年同期を４１％上回った。 

 
 



 
主要品目（野菜） 市況の概況 
【果菜類】 

きゅうり 

 

 

 

な  す 

 

 

 

 

ト マ ト 

 

 

 

 

 

 

ピーマン 

 

 

 

【土物類】 

ばれいしょ 

（メーク含む） 

 

 

 

 

たまねぎ 

 

 

宮崎，高知を中心に滋賀，愛媛からの入荷。２月までの暖冬の影響か

ら順調な入荷となり，結果として，入荷量は前年同期を２８％上回った。

 価格は，入荷増により前年同期を２６％下回った。 

 

高知，岡山を中心とする入荷。各産地とも暖冬傾向から，前進出荷と

なり，４月にピークを向かえる春もの産地を中心に順調な入荷となった。

結果として，入荷量は前年同期を２５％上回った。 

 価格は，入荷増によって，前年同期を１４％下回った。 

 

熊本，福岡，三重を中心とする入荷。各産地とも暖冬傾向から，前進

出荷となり，４月にピークを向かえる産地を中心に順調な入荷となった。

結果として，入荷量は前年同期を１０％上回った。 

 価格は，入荷増ながら，量販店の特売需要と入荷量の伸びが予想より

悪かったことから，先月までの品薄感がのこり，高値が続く結果となっ

た。結果的に前年同期を１７％上回った。 

 

宮崎，高知，鹿児島を中心とする入荷。各産地ともに作柄も良好で順

調な入荷となった。結果として入荷量は前年同期を２８％上回った。 

 価格は，入荷増により前年同期を１８％下回った。 

 

 

北海道，長崎，鹿児島を中心とする入荷。北海道産の貯蔵物が減少し

ていくなかで，鹿児島産は順調に入荷したが，結果的に入荷量は前年同

期を７％下回った。 

 価格は，入荷量の減少と２L 中心に高値で取引されたことから前年同

期を９％上回った。 

 

 北海道を中心に長崎，静岡，兵庫からの入荷。北海道の貯蔵物が少な

くなる中，静岡産，九州産の新物は，前進出荷となったが，生育期間中

の高温が影響し，秀品率が悪く不安定な入荷となった。結果として，入

荷量は前年同期を４％下回った。 

 価格は，入荷量は少なかったが，新物の品質が悪く，単価安での推移

となった。結果として，前年同期を１０％下回った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



主要品目（果実） 市況の概況 
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八  朔 
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（サン含む） 

 

 

 

 

王  林 

 

 

 

 

い ち ご 

 

 

 

 

 

アールスメロン 

 

 

和歌山を中心とする入荷。今作が裏年にあたったことから終始入荷量

は少なく終了した。結果として前年同期を６９％下回った。 

 価格は，入荷量が少ない中で，前年同期を１３２％上回った。 

 

 福岡を中心に熊本，大分からの入荷。昨年の台風被害の影響によって

若干入荷量が減少し，結果として前年同期を３％下回った。 

 価格は，入荷減と大玉比率が高かったことから単価高で推移し，結果

として前年同期を４６％上回った。 

 

愛媛を中心に和歌山，広島からの入荷。全般的に小玉傾向から入荷量

は減少し，結果として前年同期を１８％下回った。 

 価格は，入荷減に加えて，競合品目の柑橘類の入荷量が少なく，高値

で推移し，前年同期を５６％上回った。 

 
 和歌山，広島，徳島を中心とする入荷。柑橘類の入荷が非常に少ない

中にあって順調な入荷となり，結果として前年同期を１６％上回った。 
 価格は，競合品目の柑橘類が少なく，入荷増ながら単価高で推移し，

前年同期を３１％上回った。 
 
青森を中心とする入荷。サンふじは，気温の上昇が早く品質劣化の懸

念から大幅な前進出荷となった。結果として入荷量は，前年同期を３５％

上回った。 

 価格は，入荷増ながら競合品目も少なく，また，前年同期が単価安で

あったことから，前年同期を５％上回った。 

 

 青森からの入荷。産地在庫が少なく，結果として入荷量は，前年同期

を３３％下回った。 

 価格は，安値であった前年と比較して高値で推移し，前年同期を９０％

上回った。 

 
 熊本，福岡，長崎，佐賀，大分，愛媛を中心とする入荷。各産地とも

に概ね天候に恵まれ，順調な入荷となった。結果として入荷量は，前年

並みとなった。 

 価格は，入荷量の増加に伴い中下旬にかけて安値基調となったが，上

旬の高値によって結果として，前年同期を４％上回った。 

 

 静岡，宮崎，高知を中心とする入荷。気温の上昇とともに宮崎，高知

の入荷量が増加し，全般的に順調な入荷となった。結果として入荷量は

前年同期を１２％上回った。 

 価格は，入荷増によって前年同期を１８％下回った。 

 
 

 


